
シリーズ・編集部座談会《こんな話＆あんな話》

　新型コロナの感染拡大が続くなか、平常心を保って生きるには !?
　どんなときにも我々には「明日への糧になる言葉」たちがある①

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【出席者＝本紙編集部一同】

るような言葉を特集してみたら、どうでしょうか？
司会者　それはいいね！　Ａ記者はそういう言葉、何
か知っている？
記者Ａ　危機に際してバタバタ慌てるのは賢くないと
いうような意味の言葉では、アルバート・シュバイ
ツァーという神学者がいったとされる、こんな言葉が
あります。
「どこにいても緑色の交通信号ばかりを見ている人は
楽観主義者であり、赤の停止信号ばかりを見ている人
は悲観主義者。本当に賢い人は色盲だ」
　色盲という言葉はもはや死語だし、場合によっては
差別用語になってしまうかもしれませんが、要は刻々
と変わる不安定な情勢（色）ばかりをみて一喜一憂す
るのは賢くない。本質を見抜くには、あふれるような
世間の情報にある程度鈍感でいたほうがいい、という
ことなのかもしれません。
司会者　なるほどね。ここに「名言集」が何冊かある
から、みんなで気に入った言葉を抜いていこうか。
記者Ｄ　分かりました。あ、これはいいな。たとえば
こんな言葉はどうでしょう。
「困難あり、便法あり、希望あり」
　あの毛沢東の言葉だそうですが、どんな困難にも回
避する方法や解決策はあるし、その先には希望がある、
というようなことだと思います。
記者Ｂ　そういうのもいいね。これはどうだろうか。
「わたしは決して障害に屈しない。いかなる障害も、
わたしのなかに強い決意を生み出すまでだ」
　これはレオナルド・ダビンチの言葉だそうです。困
難が目の前に立ちはだかれば立ちはだかるほど、前に
進もうとする決意が強まると。
司会者　実際、新型コロナによる制約を活用して、新
たな事業を立ち上げる人もいるからな。

☆明日への準備を常にすることが「心のワクチン」
司会者　新型コロナの感染拡大はいよいよ本格化しつ
つあって、各方面に影響が出始めているね。ネットな
んかをみていても、新型コロナに関するニュースや投
稿だらけだけど、中身のあるものは少ない。
　信頼できるワクチンの開発もまだだし、いろいろな
思惑が邪魔しあうのか、国の方針もころころ変わる。
そうこうするうちに感染者や重症者の数はうなぎ登り
を続けている。そんな状況下に、中身のあるニュース
や投稿をしろというのも、土台無理な話ではあるんだ
けどね（笑）。
記者Ｂ　国も東京都もなんだか浮き足立っている感じ
です。国民や都民に対して明確な針路を示すような言
葉は皆無といっていいですよね。
記者Ｃ　新型コロナの先行きがまったくわからない以
上、だれも自信を持って何かをいうということができ
ない。そういうことなのではないでしょうか？
記者Ｄ　そうかもしれませんね。それだけに本紙正月
号の表 4 に特別掲載した企画記事の文言、「たとえ世
界が明日終わるかもしれないとしても、私は今日、リ
ンゴの木を植える」というような、地に足の着いた言
葉を目にすると、なんだかホッとします。
記者Ａ　本当にそうだね。新型コロナに関する記事や
ニュースをみていると、我々はいま、なんでもないこ
とに一喜一憂してしまいすぎるところがあって、まさ
に「地に足が着いていない」感じがする。これはかな
りのストレスだよね。
　でも、経営者のみなさんのなかには、こういうとき
にこそ将来への布石を打っておこうとする方たちも必
ずいるはずだ。なかなか外には聞こえてこないけど。
だから今月の座談会はそういう言葉、危機に際してな
おかつ自分を見失わずに前進していく助け（糧）にな
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記者Ａ　なるほど。あ、これも面白いな。19 世紀に活
躍したスイスの文筆家で、『幸福論』や『眠られぬ夜
のために』の作者としても知られるカール・ヒルティ
の言葉。ちょっと長くなるけど、引用します。
「苦難はたいてい未来の幸福を意味し、それを準備し
てくれるものである。したがって私は、そうした経験
を通じて、苦難のときには希望を抱くようになり、逆
にあまりにも大きな幸福に対しては、疑念を抱くよう
になった」
　幸福には苦難という裏があり、苦難には幸福という
裏が常にある。そう考えると確かに、目の前の苦難に
滅入る必要はなくなる。
記者Ｃ　同じようなことを宮沢賢治が名作『銀河鉄道
の夜』に書いています。
「ほんとうにどんなつらいことでも、それが正しい道
を進む中でのできごとなら、峠の上りも下りもみんな
ほんとうの幸福に近づく」
　どのような苦難の最中にも、たとえば自らが正しい
道と信じる理念通りの生き方をしていれば、やがて
きっと幸福に繋がってくるということでしょう。
記者Ｂ　パンデミックが起きているようなときという
のは、昔から有害な俗説が真実のなかにいろいろと混
じっていたりして、混乱を生み出すことが多いもので
すが、この言葉はそうした際の戒めにもなるかもしれ
ません。
「真の知とは、結局、夜の暗黒のなかで目覚めている
ということに尽きている」
　20 世紀半ばに活躍したルーマニアの作家、エミール・
シオランの言葉です。何があっても慌てず騒がず、物
事の本質を常に追い求める姿勢（覚めた視線）を保っ
ていれば、本質を見誤ることは少ないということで
しょうね。
記者Ａ　そのように常に冷静な姿勢、物事の背景の裏
側にある意味などを探求しつつ、軽挙妄動しなければ
きっといつか春がくるという意味の言葉が、有島武郎
の名作『小さき者へ・生まれ出ずる悩み』にあります。
「君よ、春が来るのだ。冬の後には春が来るのだ」
　ぜひそうあってほしいですね。（以下、次号に続く）

記者Ａ　そうですね。似たような言葉で、こういうの
もあります。
「飛ぶためには抵抗がなければならない」
　マヤ・リンというアメリカ人芸術家の言葉だそうで
す。実際、飛行機が浮力を得るのにも、向かい風（逆風）
は必要ですからね。
記者Ｂ　そうだね。よし、じゃ、これはどうだろう。
「成功する人はどんな不遇にも屈せず、逆境を有利な
状況に転化する術を心得ているものだ」
　これもまた、逆境こそが成功のための「浮力」だと
いう考え方ですよね。

☆どんな苦難にも便法や解決策は必ずある !!
記者Ｃ　「世界は絶えず苦難に満ちている。また、そ
れを乗り越えるための機会も満ちている」
『奇跡の人』で有名な三重苦を克服したヘレン・ケラー
の言葉です。
記者Ａ　どんな苦難にも、解決策は必ずみつかるはず
だという信念だよね。これはどうですか？
「眼前の繰り廻しに、百年の計を忘れるなかれ」
　江戸時代の画家・渡辺崋山の言葉です。目の前のこ
とに一喜一憂してばかりいて、自分の生き方（基本理
念）を忘れるのでは意味がないということでしょう。
司会者　そうだな。このモンテーニュの言葉もいいね。
「運命は我々に幸福も不幸も与えない。ただその素材
と種子を提供するだけだ」
　目の前の辛い体験をむしろ糧にして、克服しようと
する人の前だけに、幸福というものはやってくるとい
うことなのかもしれない。
記者Ｄ　これはどうでしょう。
「今が最悪だといえる間は、決して最悪ではない」
　シェイクスピアの『リア王』に出てくる言葉です。
次から次へと苦難が襲い掛かってきていても、それに
悲観して諦めるのではなく、本当の苦難というのは
もっともっと凄いものなのだ。
　今の苦難はそれに比べたら、どうということはない
と常に考えるようにしていけば、立ち向かう勇気がさ
らに湧いてくるのではないか。そのような解釈もでき
る言葉ですよね。

03

2021 年 1 月 13 日発行 通巻 3178 号

＊本文、後略


